５　長瀬浜
北条西分砂丘地　　　　長瀬浜は、元文年間（１７３６～７年）の天神川の改修直流以前は、由良川口から橋津川口まで一連の、およそ長さ８キロメートル、巾２キロメートルにわたる北条砂丘の東部に位置し、当時北条浜と一連であった長瀬浜の部分は折半して、北条東分・北条西分とされていたことは、正嘉２年（１２５８年）の東郷庄園絵図で証明できる。
　　　　　　　　　　　この砂丘は、有名な鳥取砂丘ほどの高さや巾はもたないが、夜見半島から北条浜にいたるまでの、およそ６０キロメートル以上にもおよぶ日本海汀線に打ちよせられた大砂丘の東の一部にあたる部分で、馬ノ山山頂からの遠望は、白砂青松相映じまことに県下一の壮景観である。
砂丘の成因　　　　　　これは中国山脈や、大山EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さんい),山彙)から日本海にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほんりゅう),奔流)する日野川・天神川・其の他の諸川から流れ出た礫砂が供給源となり、冬季に吹きすさぶ強い波浪をまきおこす偏西風と、対馬海流の営力によって成立した砂丘浜である。ところどころ小さい砂丘のあるのは、現在の汀線内側にある小さいローム層の露頭の上に、吹きよせられた砂が砂丘となったり、小湾曲地に、風の施回によって独立砂丘ができあがったものであろう。
[image: image1.jpg]— i

FHKRHOKS | BLRQLCRERY” @A IIWA 0
MMk | QKK

Mo HEET

SRNERINESR

BT REEIE QA

Lo —SEQEES U K

WREL 247 SHAORNHEIVY
B O QIS A O 0 PR QB Y
AL RESRECHEE EROKTI N AN CEETOEKY

oRuEe vEEhoKESL Bws - BRs

AT O N O ORI

HOW O L7 | RmKET Y





　

